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難聴者のコミュニケーション 

支援、認知症予防の一助に 

補聴器購入助成制度案 
町が示した方針案（抜粋） 

≪目的≫補聴器購入費用の一部を
助成することで、円滑なコミュニケ
ーションの確保を図り、閉じこも
り・認知症の発症予防を目的とする。 
≪助成対象者≫ 
① 18 歳以上の町⺠で、 
② 障害制度による補聴器支給対象

とならない方。 
③ 医師より補聴器が必要と認めら

れた方。 
※ 所得制限は定めない。 
≪助成金額≫ 
購入費の２分の１で４万円を限
度。 
≪助成開始≫ 
令和 5 年 4 月 1 日 
※本年※本年※本年※本年 4444 月月月月 1111 日以前の購入は対日以前の購入は対日以前の購入は対日以前の購入は対
象外象外象外象外となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

去
る
１
月
16

日
の
議
会
全
員
協
議
会

（全
協
）
に
お
い
て
、
町
は

「補
聴
器

購
入
補
助
に
つ
い
て
」
と
の
書
面
を
発

表
し
、
３
月
定
例
会
で
令
和
５
年
度
予

算
の
審
議

・
可
決
を
経
て
、
４
月
１
日

か
ら
実
施
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た

（別
枠
参
照
）。 

町
民
の
声
と
請
願
が
力
に 

当
初
、
町
は
犬
上
郡
３
町
で
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
「非
課
税
者
限
定
、
補
助
限

度
額
２
万
５
千
円
」
と
の
方
針
を
固
め

て
い
ま
し
た
。
制
度
拡
充
に
大
き
く
近

づ
け
た
の
は
町
民
の
切
実
な
願
い
と
請

願
が
後
押
し
し
た
こ
と
が
力
に
な
り
ま

し
た
。 

９
月
定
例
会
で
犬
上
生
活
と
健
康
を

守
る
会

（犬
上
生
健
会
）
の
補
聴
器
購

入
補
助
の
実
現
を
求
め
る
請
願
採
択
、

補
助
制
度
実
現
を
求
め
る
決
議
が
全
会

一
致
で
可
決
。 

12

月
定
例
会
で
は
、
全
議
員
が
賛
成

し
て
提
出
し
た
補
聴
器
購
入
補
助
を
計

上
し
た
限
度
額
５
万
円
と
す
る
補
正
予

算
の
修
正
案
が
成
立
。
と
こ
ろ
が
、
町

長
は
１
月
か
ら
の
実
施
や
限
度
額
な
ど

に
難
色
を
示
し
拒
否
権

（再
議
）
を
行

使
。
本
年
１
月
６
日
の
再
議
で
４
人
の

議
員
が
態
度
を
覆
し
た
た
め
町
長
の
拒

否
権
が
成
立
し
、
先
行
き
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 

議
会
案
と
町
提
案
の
調
整
が

必
要
と
し
て
、
建
部
、
西
澤
両
議

員
と
保
健
福
祉
課
長
、
総
務
課
長

と
事
前
協
議

（同
12

日
）。 

事
前
協
議
で
西
澤
議
員
は

「犬

上
３
町
で
足
並
み
そ
ろ
え
る
」
と

の
合
意
を
外
す
こ
と
、
限
度
額

も
、
購
入

・
装
着
意
欲
を
思
い
切

っ
て
後
押
し
す
る
金
額
と
す
る

こ
と
、
２
万
５
千
円
で
は
低
す
ぎ

る
、
な
ど
と
主
張
。 

建
部
議
員
は
、
町
の

「所
得
要

件
は
定
め
な
い
」
と
し
た
こ
と
を

歓
迎
す
る
と
表
明
し
た
う
え
で
、

補
聴
器
価
格
の
相
場
を
ど
の
程

度
ま
で
調
査
し
た
の
か
な
ど
鋭

く
追
及
し

「少
な
く
と
も
４
万
円

に
」
と
要
求
し
て
い
ま
し
た
。 

実
施
さ
れ
れ
ば
滋
賀
県
内

で
は
２
例
目
と
な
り
ま
す
。 

西
澤
議
員

西
澤
議
員

西
澤
議
員

西
澤
議
員
のののの
話話話話    

 

補
聴
器
購
入
補
助
を
め
ぐ

る
今
回
の
経
過
は
、
補
聴
器
を

必
要
と
す
る
町
民
に
限
ら
ず
、

困

っ
た
町
民
に
寄
り
添
う
町

政
こ
そ
大
切
だ
と
示
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
町

民
の
願
い
を
受
け
、
議
員
が
粘

り
強
く
実
現
の
た
め
努
力
す

る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
ご
心
配
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
補
助
制
度

実
施
の
展
望
が
見
え
、
私
も
ホ

ッ
ト
し
て
い
ま
す
。 

以下は昨年 9 月議会で請願採択を

受け、可決された決議です。 
 
加齢による難聴は誰しも起こり得

る現象です。耳の聞こえが悪くなる

ことにより、聞き返しが多くなった

り、聞き誤りが多くなったりして、

コミュニケーションが図りづらくな

ります。 
 そのために、高齢者は会話の不満

足による「孤独感」や「疎外感」、自

分はいない方が良いといった「被害

感」などを感じているといわれてい

ます。 
 その結果、外出を嫌がって、家に

閉じこもりがちとなったり、家族と

も話したがらないといった傾向が現

れたりし、心理的な影響とともに、

身体的な影響が現れてきます。 
 本町では、介護予防事業も取り組

んでいます。しかし、高齢者の月額

標準介護保険料は６９００円で、滋

賀県１９市町平均介護保険料額より

７７３円も高い実態です。 
 難聴は自立した生活を阻害する一

つの要因です。難聴が原因で閉じこ

もりがちになり、フレイル（壊れや

すい高齢者）、認知症の発症・進

行の恐れがあり、自立した生活が

できなくなり、介護申請に至って

しまいます。 
 加齢による難聴の症状を自覚

した際には、早めの対策が認知症

予防、健康寿命の延伸に有効であ

ることが所見されており、ひいて

は医療費抑制にもつながるもの

と想定されます。しかし、補聴器

の価格は安価なものは性能が劣

るものが多く、全体的には高額と

なっており、補聴器装着を躊躇し

てしまうとの声を聞きます。 
 本町にこの補助制度があれば、

経済的負担による購入ためらい

を緩和し、加齢による難聴の方を

より健康で暮らせるよう支援で

きるものと考えます。 
 よって、補聴器購入町補助制度

の創設を強く要望します。 
 

以上決議する。 
令和 4 年 9 月 26 日 

 
※同等の内容 
で政府への 
意見書も全会 
一致で可決 
しました。 

補聴器購入補助を求める決議 


